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市区町村名 埼玉県 所沢市
ところざわし

  

担当部署 上下水道局経営課 

電話番号 04-2921-1087 

 

１ 取組事例名 

下水道マンホール蓋を活用した有料広告事業の取組 

 

２ 取組期間 

平成３０年度～ 

 

３ 取組概要 

○新たな自主財源の確保として、民間事業者等の宣伝広告を有料で掲載することにより、新たな収益を生

み出し、その収益は下水道施設の整備や維持管理費用を賄い、さらなる経営基盤の強化を推進。 

○下水道事業のイメージアップとして、色鮮やかにデザインされたマンホール蓋は多くの注目を浴び、「新

たな観光名所」を生み出し、下水道をより身近に感じる「魅せる化」を推進。 

 

４ 背景・目的 

（１）経営状況 

①近年、人口減少に伴う使用料収入の減少や下水道施設の老朽化等における投資費用の増加など、下水

道事業を取り巻く経営環境が厳しさを増し、経営健全化に取り組むことは命題の一つとなっている。 

②平成25年度に地方公営企業法を全部適用後、経常収支比率や経費回収率は100％を下回る経営状況 

であったことから、経費の削減を図りつつ、更なる経営努力が必要。 

 

（２）魅せる化 

①近年、マンホール蓋が多くのメディアに注目され、マンホールブームが到来。 

②市民に下水道の役割を理解し、親しみを持っていただく取組が必要。 

 

（３）新たな財源 

①ブームを絶好のビジネスチャンスと捉え、市内約45,000個設置されたマンホールのうち、車道を除

き、広告掲載に適した駅前周辺の歩道上のマンホールを抽出した。 

②平成 30 年度は、マンホール蓋の更新時期を迎えた 36 か所について、有料広告媒体として活用し、自

主財源の確保に努めた。 
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５ 取組の具体的内容 

（１）広告主の負担 

 ①広告料は、1か所につき月額7,500 円（消費税別）で、原則３年間の契約とする。 

 ②マンホール蓋に取り付けるデザインプレート製作に係る費用として、４万円（消費税別）を広告主が

負担する。 

 ③広告デザインは広告主が作成する。 

（２）市の負担 

 ①工事の費用は、法定耐用年数を過ぎた更新を要するマンホール蓋を対象とするため、当市が負担す

る。ただし、法定耐用年数前を希望する場合は、別途工事費用の負担を広告主に求める。 

 ②広告掲載のマンホール蓋は、設置後に月１回程度の清掃を当市が行う。 

（３）設置までの期間 

 ○デザインプレートの製作、マンホール広告の設置、広告掲載開始まで、申請から約３か月を要する。 

（４）他の広報 

 ○設置後は広報紙をはじめ、ホームページやFacebook、マンホールリーフレット、下水道キャンペー

ン、市民フェスティバルなどさまざまな機会を捉えて本事業のPRを行っている。 
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６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

○行政機関における有料広告事業は、今やスタンダードになりつつあるが、マンホール蓋を活用したものは

全国に類がなく、事業の実施にあたってはゼロからの設計であり、当該実施によって何にどのような影響が

生じるか、暗中模索状態であった。こうした中、日本水道協会及び日本下水道協会それぞれの法曹による適

法との判断や、アドバイスが、事業を進捗させる大きな要因となった。さらに、実証実験として進めた所沢

市民文化センターＭＵＳＥの宣伝マンホールの設置は、規定の整備や関係所管との調整など、本事業のスキ

ーム構築の参考となった。 

○ 令和２年７月時点で、所沢駅や航空公園駅等、市内の主要な駅前や駅前から出稿先の施設までの導線上

の歩道など、29か所に広告掲載のマンホール蓋を設置した。 

 広告主の業種は、メガネ・コンタクトレンズショップ、ヘアーサロン、不動産取扱業者、産業 

廃棄物取扱業者、学習塾、芸能音楽関係業者、鉄道運輸業者、病院など多岐にわたり、様々な業界から申

込を受けている。 

 

７ 取組の効果・費用 

○1 か所当たりの収益は、年 9万円、3 年で 27 万円の収益が見込まれる。令和 2 年４月時点の契約件数は
2９か所となり、令和２年度に見込まれる収益は 261 万円以上（税抜）が見込まれる。 

○広告主である株式会社ポニーキャニオンがデザインに韓流スターを取り入れ、（マンホール蓋と投稿者の

足元を一緒に撮影した写真をツイッターに投稿する）プレゼントが当たるといったキャンペーンを行った。

この情報を聞いた近畿東北地方などの遠方から、延べ７００人もの方々が駆け付け、キャンペーン後にもこ

のマンホール広告を目当てに所沢に訪れ新たな観光名所となり、地域経済活性の一助となった。 

○オリジナルのデザイン、写真、QR コード、駅から店舗までの道しるべに地図を載せるなど、様々な用途
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で活用される。 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

○全国初の本事業も当初は応募がほとんどなかった。前例のない事業であり、広告価値の判断が難しいこと

から出資する企業はなく、多くの企業が広告としての効果を期待するから出資をすることが分かった。 

組織をあげて、営業力の向上、定期的なグループ会議で職員の営業意識を向上させコンセプトの再確認を行

った。その結果、机の上で申込みを待っているのではなく、足を運んだ積極的な営業活動、すなわち「売り

込み」が、この事業を継続していく上で重要である。 

個別訪問を中心とした積極的な営業活動の実施により市内事業者に大きく周知され、現在も申し込みが後

を絶たない。 

 

９ 今後の予定・構想 

駅前周辺を中心に広告掲載を展開しているが、好条件のマンホール蓋は既に契約をいただいている。このた

め、新たな広告を設置することのできる候補地の検討、立地条件による広告料金の見直しなどを検討してい

る。 

また、既存のお客さまへ広告掲載延長の営業活動や、更に広告価値を高めるためにお客様からアドバイスを

頂き、今後の事業の継続に活かしたい。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

前例のない「ものづくり」は、広告主を通じて得た情報が顧客ニーズを満たすためのアイテムとなり、職員

が成長する契機にもなりました。 

自主財源の確保促進事業として位置付けた本事業が、全国の下水道事業で展開され、健全な企業経営に資す

ることとなれば幸甚です。 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

https://www.city.tokorozawa.saitama.jp/kurashi/gesuido/oshirase/mhkoukokubosyu.html 

 


